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　診療の現場において夜間・休日時に救急室・
救命センターで患者受け入れを実施している施
設では、24時間体制での検査業務が必須となっ
ている。重要な検査項目の検査結果が提供でき
ない場合、診断・治療に支障が発生する状況と
なる。現在、日常業務担当後にそのまま勤務を
続ける当直業務から夕方から朝まで勤務する夜
間勤務へとシフトする施設が増加している。人
の命を預かる重要な検査結果を提供するために
は、日常業務で疲れ切った身体状況にさらに負
荷をかける業務体制は見直す必要がある。

　また、新入職員および異動した技師への教育・
研修は、非常に重要であり、各施設において優
れたトレーニングシステムがあれば、ぜひ参考
にしたい内容である。臨床側へ提供される検査
結果は、質の担保が重要課題であり新人が実施
したために質の低下と指摘されることを避けな
ければならない。
　そして夜間・休日時の検査では、すべての項
目24時間体制は、困難であるため施設の状況に
則した項目の選定が必要であるが、他施設での
実施内容は参考となる。装置のバックアップ体
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制を含め、効率的に迅速に報告できる検査体制
の構築が望まれている。
　今回、特集「そこが知りたい！新入教育と日
当直業務内容」を組み4名の臨床検査技師の方
に新人教育と夜間・休日検査に関して講演をし
ていただいた。
　はじめに①臨床化学検査の新人研修と題して
虎の門病院の金原清子技師に講演していただ
き、秤量、ピペットの検定や分光光度計の原理
など新人および若手技師には、ぜひ学んでもら
いたい内容であった。②当院における初期ロー
テーション教育についてと題して、東京女子医
科大学病院の平木一嘉技師に講演していただい
た。新人のローテーション教育が確立されてお
り非常に参考となった。③新人教育と当直トレ
ーニングと題し、帝京大学医学部附属病院の木

村美智子技師に講演していただき、帝京大学も
東京女子医大と同様にローテーションを実施し
新人の教育と日当直業務のトレーニング体制が
非常に参考となった。④臨床検査部24時間体制
の現状と新人職員に対する教育と題し、日本大
学医学部附属板橋病院の武居宣尚技師に講演し
ていただき、多項目24時間体制の紹介と新人教
育であるが、新人は部門に配属後に担当業務を
習得しながら夜間・休日業務の教育を同時に実
施している。チェック表を用いて力量を評価す
るシステムは技術と知識の習得に有効と思われ
た。
　今回、4施設からの実施内容は、各施設で非
常に興味深く参考となる点が多く、特集にふさ
わしい講演内容であった。


